
緊急点検結果に基づく取組強化について（案） 

H31(2019).4.25 河川課 

 

１ 緊急点検の趣旨及び経緯 

平成 30 年 7 月豪雨による西日本を中心とした被害を鑑み、県内の警戒避難体制等を確認する

とともに、減災のための取組を強化することを目的として緊急点検を 7 月に実施した。 

その後、12 月の担当者会議において構成員が相互に確認をおこない、課題を抽出し、取組強化

すべき事項について検討を進めてきた。 

今回、緊急点検結果に基づく「強化すべき取組」を、2019 年度から栃木県減災対策協議会の取

組とすることで、計画的かつ着実に「洪水からの逃げ遅れによる人的被害ゼロ」を目指す。 

 

２ 緊急点検結果に基づく「強化すべき取組」 

  緊急点検を踏まえ、以下の取組を県が実施することで市町の支援を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 今後のスケジュールについて 

  「強化すべき取組」を栃木県減災対策協議会の取組に位置付け、令和 3（2021）年度までに実

行する。 
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これまでの経過（平成30年7月豪雨を踏まえた緊急点検）

【内容】 〇実態把握のための調査依頼

【趣旨】 〇本県の警戒避難体制の確認（平成30年7月豪雨規模に本県は耐え得るのか？）

第１回連絡会
（H30.7.30）

【内容】 〇調査結果（実態把握）の共有（事務局で整理した考察・課題の提示）
〇意向調査の依頼（事務局案以外の課題、課題に対する具体的対応）

【趣旨】 〇実態を把握したところ、本県においても被災地（西日本）と共通のことが課題となり得ることが判明
〇このことから、近年の豪雨被害の頻発を踏まえ、協議会全体として取組強化する方向性とした

第２回連絡会
（H30.10.30）

第１回担当者会議
（H30.12.14）

減災対策協議会
（R1.5.30）

第１回連絡会
（H31.4.25）※今回

【内容】 〇意向調査結果の共有
〇課題に対する具体的対応の確認（時期、頻度、期限等の聞き取り確認）

【趣旨】 〇協議会全体で取組強化する内容決定に向け調整（具体的対応をベースに取組強化内容に反映）

【内容】 〇緊急点検結果（や意向調査結果）に基づく取組強化内容の提案

【趣旨】 〇協議会前に構成員と議論し、合意形成を図る

【内容】 〇緊急点検結果に基づく取組強化内容を決定

【趣旨】 〇強化すべき取組を栃木県減災対策協議会の取組に位置づけ


